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１．研究計画の概要 

 熱帯雨林の樹木多様性を維持する主要な
メカニズムに「ハビタット（ニッチ）分化」
と「同種密度依存的死亡」が知られている。
本研究の調査地であるマレーシア、サラワク
州の熱帯雨林でも、これら２つのメカニズム
が働いていることを支持する証拠が個別の
研究で示されている。しかし、これら２つの
メカニズムは矛盾する部分がある。本研究で
は、両要因の相互作用が多様性の維持に貢献
しているとする新しい仮説を提案し、樹木群
集動態調査と実生移植実験を組み合わせて、
仮説を検証することを目的とし、以下の調査
を行う。 
  
(1) 樹木群集の動態解析：マレーシア、サラ
ワク州ランビル国立公園に設置されている
大面積調査区(52ha)の再測定を行い、直径１
cm 以上の樹木の動態データを整備する。さら
に、動態解析を行って仮説を検証する。 
 
(2) 稚樹群集の動態解析：稚樹調査区を設置
して稚樹の動態データを整備し、稚樹につい
ても仮説を検証する。 
 
(3) 実生移植実験：ハビタット、同種密度、
被食抑制処理を組合わせて、10種の実生を移
植する野外実験を行い、ハビタット、同種密
度の主効果と交互作用の影響を評価する。 
 
(4) DNA バーコードによる実生の同定：形態
では種の判別が困難な実生から DNAを採取し、
DNAバーコードによる種の判別を試みる。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) 樹木群集の動態解析：2009年にマレーシ

アサラワク森林研究所、スミソニアン熱帯林
研究所と共同して、大面積調査区(52ha)内の
直径１cm 以上の全樹木(約 35 万本)の生死、
直径、新規加入の再測定を完了し、データを
入力して樹木動態データベースを整備した。
現在、入力エラーの点検を進めている。 
 1992～2002 年の 10 年間のデータでロジス
チック回帰分析を行った結果、直径１㎝～5
㎝の個体の死亡に、ハビタットと同種密度の
交互作用があることが明らかになった。 
 
(2) 稚樹群集の動態解析：大面積調査区内の
20×20 mの格子点 1300 地点に 2×2 mの稚樹
プロットを設置し、高さ 20 ㎝以上で直径 1
㎝未満の全個体に識別標を取り付け、種名と
高さを２回計測した。得られたデータを用い
てロジスチック回帰分析を行った結果、大き
な個体同様、稚樹でもハビタットと同種密度
の交互作用があることが明らかになった。 
 
(3) 実生移植実験：好適ハビタットの異なる
10 種を選び、2009 年の一斉開花時に種子を
採取して発芽させ、実生を栽培した。2010年
6 月、調査地内の地形・土壌条件の異なる 2
箇所に、2 水準の同種密度で実生を植栽した。
半数の実生には、殺虫剤と殺菌剤を毎週散布
し、被食と病気を抑制した。植栽時と 6 ヶ月
後に各個体の生死、葉数、高さ、地際直径、
葉の被食率を測定した。実験開始後 6ヶ月の
死亡率を予備的に解析したところ、いくつか
の種では、好適ハビタットに比べ、不適ハビ
タットで死亡率が高く、ハビタット効果が認
められた。一方、同種密度、薬剤処理と死亡
率の間には特定の関係は認められず、現時点
では、同種密度効果は確認できていない。 
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(4) DNAバーコードによる実生の同定：近縁種
が多く、実生の種同定が困難なフタバガキ科
について、調査区内の全 87 種の葉から DNA
を抽出した。サラノキ属の予備的な解析から、
一般的な DNAバーコードで使われる葉緑体の
領域の配列では近縁種を区別できないこと
がわかった。そこで、核 DNA を併用して調査
区の種を含む系統樹を予備的に作成した。 
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
大面積調査区の再測定、及び、稚樹調査区の
設置と測定は予定通り完了し、動態データが
整った。動態解析の方法もほぼ確立できた。
調査地の樹木は数年間隔でしか結実しない
ため、計画段階では、野外実験用の実生が確
保できるか不確定であっが、2009 年に結実が
起きたため、予定より半年遅れたが、野外実
験を開始することができた。DNA バーコード
は予定していた葉緑体 DNAでの種判別が上手
くいかなかったが、核 DNAを併用することで
判別精度が改善されることがわかった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 樹木群集の動態解析：データベースのエ
ラー点検を完了し、最新の動態データを含め
て、ハビタット効果と同種密度効果の交互作
用の解析を完成させる。 
 
(2) 稚樹群集の動態解析：稚樹におけるハビ
タット効果と同種密度効果の交互作用の解
析を完成させ、サイズによる効果の違いを考
察する。 
 
(3) 実生移植実験：野外実験の計測を継続す
るとともに、葉の被食率測定データを追加し、
ハビタット、同種密度の主効果と交互作用の
影響を検証する。 
 
(4) DNA バーコードによる実生の同定：フタ
バガキ科樹種の葉緑体、及び、核 DNAの分析
を完了し、既存のフタバガキ科のデータも用
いて、調査区内の分子系統樹を作成する。 
 
(5) 全ての調査結果を総合して、ハビタット
効果と同種密度効果の相互作用が調査地の
種多様性維持に果たす役割について考察す
る。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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